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（１）審議概観

第201回国会において本委員会に付託さ

れた案件は、条約16件及び内閣提出法律

案２件の合計18件であり、そのいずれも

承認又は可決した。

また、本委員会付託の請願13種類138件

は、いずれも保留とした。

〔条約及び法律案の審査〕

外交実施体制の整備 在外公館の名称及

び位置並びに在外公館に勤務する外務公

務員の給与に関する法律の一部を改正す

る法律案は、在外公館として在セブ日本

国総領事館を新設し、在マケドニア旧ユー

ゴスラビア共和国日本国大使館の名称及

び位置の国名を改めるとともに、在外公

館に勤務する外務公務員の在勤基本手当

の基準額を改定すること等について規定

するものである。委員会においては、在

セブ日本国総領事館新設の意義、マケド

ニアの国名変更の意義と法改正の時期、

諸外国と比較した我が国の在勤基本手当

の支給水準、在外公館数及び外務省定員

の増加の必要性等について質疑が行われ、

全会一致をもって可決された。

防衛省設置法の改正 防衛省設置法の一

部を改正する法律案は、自衛隊の任務の

円滑な遂行を図るため、自衛官の定数の

変更を行うものである。委員会において

は、宇宙、サイバー領域における防衛力

の獲得・強化、滞空型無人機の導入の意

義と運用方法、自衛隊の新型コロナウイ

ルス感染症対策等について質疑が行われ、

討論の後、多数をもって可決された。

投資における二国間協力とＡＳＥＡＮと

の経済連携の拡充 投資の促進及び保護

に関する日本国とアラブ首長国連邦との

間の協定、投資の促進及び保護に関する

日本国とヨルダン・ハシェミット王国と

の間の協定、投資の促進及び保護に関す

る日本国とモロッコ王国との間の協定及

び投資の相互促進及び相互保護に関する

日本国政府とコートジボワール共和国政

府との間の協定は、いずれも投資に関す

る内国民待遇及び最恵国待遇等、投資の

促進、保護等に関する法的枠組みについ

て定めるものである。包括的な経済上の

連携に関する日本国及び東南アジア諸国

連合構成国の間の協定を改正する第一議

定書は、我が国及び東南アジア諸国連合

（ＡＳＥＡＮ）構成国の間の現行の協定



にサービスの貿易、自然人の移動及び投

資に関する規定の追加等を行うものであ

る。委員会においては、アラブ首長国連

邦、ヨルダン及びモロッコとの投資協定

が「保護型」となった理由、アラブ首長

国連邦との協定における天然資源の扱い、

我が国の投資協定の締結状況と今後の交

渉方針等について質疑が行われ、討論の

後、いずれも多数をもって承認された。

租税における二国間協力 所得に対する

租税に関する二重課税の除去並びに脱税

及び租税回避の防止のための日本国とア

ルゼンチン共和国との間の条約、所得に

対する租税に関する二重課税の除去並び

に脱税及び租税回避の防止のための日本

国とウルグアイ東方共和国との間の条約、

所得に対する租税に関する二重課税の除

去並びに脱税及び租税回避の防止のため

の日本国とペルー共和国との間の条約、

所得に対する租税に関する二重課税の除

去並びに脱税及び租税回避の防止のため

の日本国とジャマイカとの間の条約及び

所得に対する租税に関する二重課税の除

去並びに脱税及び租税回避の防止のため

の日本国とモロッコ王国との間の条約は、

いずれも二重課税の除去を目的とした課

税権の調整を行うとともに、配当、利子

及び使用料に対する源泉地国課税の限度

税率等を定めるものである。所得に対す

る租税に関する二重課税の除去並びに脱

税及び租税回避の防止のための日本国と

ウズベキスタン共和国との間の条約は、

現行の日ソ租税条約をウズベキスタンと

の間で全面的に改正し、投資所得に対す

る源泉地国課税の更なる軽減等について

定めるものである。委員会においては、

租税条約締結の意義、各条約における仲

裁規定等の導入状況、デジタル課税に関

する国際合意の見通しと我が国の対応、

日中租税協定改正の見通し等について質

疑が行われ、討論の後、いずれも多数を

もって承認された。

社会保障分野の二国間協力 社会保障に

関する日本国とスウェーデン王国との間

の協定は、両国間で年金制度に関する法

令の適用について調整を行うこと等を定

めるものである。社会保障に関する日本

国とフィンランド共和国との間の協定は、

両国間で年金制度及び雇用保険制度に関

する法令の適用について調整を行うこと

等を定めるものである。委員会において

は、両協定締結の意義、今後のアジア各

国との社会保障協定締結に向けた政府の

方針、日中社会保障協定の改正に向けた

政府の取組等について質疑が行われ、い

ずれも全会一致をもって承認された。

受刑者移送に関する二国間協力 刑を言

い渡された者の移送に関する日本国とベ

トナム社会主義共和国との間の条約は、

我が国とベトナムとの間で、相手国の裁

判所が刑を言い渡した自国民受刑者等に

ついて、一定の条件を満たす場合に、そ

の本国に移送する手続等を定めるもので

ある。委員会においては、受刑者移送条

約における双方可罰性の原則の扱い、外

国人受刑者の現状とこれまでの受刑者移

送の実績等について質疑が行われ、全会

一致をもって承認された。

国際機関の特権・免除 専門機関の特権

及び免除に関する条約の附属書ⅩⅤⅢは、

専門機関の特権及び免除に関する条約の

規定を修正した上で世界観光機関に適用

することを定めるものである。国際獣疫

事務局アジア太平洋地域代表事務所の特

権及び免除に関する日本国政府と国際獣

疫事務局との間の協定は、同事務所及び

その職員が享有する特権及び免除等につ

いて定めるものである。委員会において



は、国際機関の日本人職員に特権及び免

除を与えることの問題性、世界観光機関

及び国際獣疫事務局の新型コロナウイル

ス感染症への対応等について質疑が行わ

れ、いずれも全会一致をもって承認され

た。

〔国政調査等〕

第200回国会閉会後の１月17日、中東地

域における日本関係船舶の安全確保に関

する政府の取組について茂木外務大臣及

び河野防衛大臣から報告を聴取した後、

質疑を行った。

２月20日及び21日、我が国の外交、防

衛等に関する実情調査のため、兵庫県、

山口県及び広島県への委員派遣を行い、

国連人道問題調整事務所（ＯＣＨＡ）神

戸事務所、国連防災機関（ＵＮＤＲＲ）

駐日事務所、国際協力機構（ＪＩＣＡ）

関西、海上自衛隊岩国航空基地、岩国市、

海上自衛隊呉地方総監部等からの説明聴

取、関連施設の視察、意見交換等を行っ

た。

３月５日、外交の基本方針について茂

木外務大臣から、国の防衛の基本方針に

ついて河野防衛大臣から、それぞれ所信

を聴取した。

３月10日、外交の基本方針及び国の防

衛の基本方針について質疑を行った。ま

た、上記委員派遣について派遣委員から

報告を聴取した。

３月18日、予算委員会から委嘱された

令和２年度外務省予算・防衛省予算等の

審査を行い、質疑を行った。

（２）委員会経過

○令和２年１月17日(金)（第200回国会閉会後

第１回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

中東地域における日本関係船舶の安全確保に

関する政府の取組に関する件について茂木外

務大臣及び河野防衛大臣から報告を聴いた

後、河野防衛大臣、茂木外務大臣及び政府参

考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

佐藤正久君（自民）、小西洋之君（※）、秋

野公造君（公明）、浅田均君（維新）、井上

哲士君（共産）、伊波洋一君（沖縄）

○令和２年１月30日(木)（第１回）

外交、防衛等に関する調査を行うことを決定

した。

委員派遣を行うことを決定した。

○令和２年３月５日(木)（第２回）

理事の辞任を許可し、補欠選任を行った。

外交の基本方針に関する件について茂木外務

大臣から所信を聴いた。

国の防衛の基本方針に関する件について河野

防衛大臣から所信を聴いた。

○令和２年３月10日(火)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

外交の基本方針に関する件及び国の防衛の基

本方針に関する件について河野防衛大臣、茂

木外務大臣、山本防衛副大臣、鈴木外務副大

臣、義家法務副大臣及び政府参考人に対し質

疑を行った。

〔質疑者〕

宇都隆史君（自民）、中西哲君（自民）、白

眞勲君（※）、秋野公造君（公明）、鈴木宗

男君（維新）、井上哲士君（共産）、伊波洋

一君（沖縄）

派遣委員から報告を聴いた。

○令和２年３月18日(水)（第４回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

令和二年度一般会計予算（衆議院送付）

令和二年度特別会計予算（衆議院送付）



令和二年度政府関係機関予算（衆議院送付）

（外務省所管、防衛省所管及び独立行政法人

国際協力機構有償資金協力部門）について茂

木外務大臣及び河野防衛大臣から説明を聴い

た後、河野防衛大臣、茂木外務大臣及び政府

参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

山田宏君（自民）、小西洋之君（※）、秋野

公造君（公明）、浅田均君（維新）、井上哲

士君（共産）、伊波洋一君（沖縄）

本委員会における委嘱審査は終了した。

○令和２年３月24日(火)（第５回）

在外公館の名称及び位置並びに在外公館に勤

務する外務公務員の給与に関する法律の一部

を改正する法律案（閣法第18号）（衆議院送

付）について茂木外務大臣から趣旨説明を聴

いた。

○令和２年３月26日(木)（第６回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

在外公館の名称及び位置並びに在外公館に勤

務する外務公務員の給与に関する法律の一部

を改正する法律案（閣法第18号）（衆議院送

付）について茂木外務大臣、河野防衛大臣、

山本防衛副大臣及び政府参考人に対し質疑を

行い、質疑を終局した。

〔質疑者〕

松川るい君（自民）、白眞勲君（※）、秋野

公造君（公明）、鈴木宗男君（維新）、井上

哲士君（共産）、伊波洋一君（沖縄）

○令和２年３月27日(金)（第７回）

在外公館の名称及び位置並びに在外公館に勤

務する外務公務員の給与に関する法律の一部

を改正する法律案（閣法第18号）（衆議院送

付）を可決した。

（閣法第18号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、共産、

沖縄

反対会派 なし

○令和２年４月14日(火)（第８回）

理事の補欠選任を行った。

防衛省設置法の一部を改正する法律案（閣法

第４号）（衆議院送付）について河野防衛大

臣から趣旨説明を聴いた。

○令和２年４月16日(木)（第９回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

防衛省設置法の一部を改正する法律案（閣法

第４号）（衆議院送付）について河野防衛大

臣、茂木外務大臣、鈴木外務副大臣、近藤内

閣法制局長官及び政府参考人に対し質疑を行

い、討論の後、可決した。

〔質疑者〕

佐藤正久君（自民）、小西洋之君（※）、秋

野公造君（公明）、浅田均君（維新）、井上

哲士君（共産）、伊波洋一君（沖縄）

（閣法第４号）

賛成会派 自民、※、公明、維新

反対会派 共産、沖縄

○令和２年５月７日(木)（第10回）

理事の辞任を許可し、補欠選任を行った。

投資の促進及び保護に関する日本国とアラブ

首長国連邦との間の協定の締結について承認

を求めるの件（閣条第１号）（衆議院送付）

投資の促進及び保護に関する日本国とヨルダ

ン・ハシェミット王国との間の協定の締結に

ついて承認を求めるの件（閣条第２号）（衆

議院送付）

包括的な経済上の連携に関する日本国及び東

南アジア諸国連合構成国の間の協定を改正す

る第一議定書の締結について承認を求めるの

件（閣条第３号）（衆議院送付）

投資の促進及び保護に関する日本国とモロッ

コ王国との間の協定の締結について承認を求

めるの件（閣条第４号）（衆議院送付）

投資の相互促進及び相互保護に関する日本国

政府とコートジボワール共和国政府との間の

協定の締結について承認を求めるの件（閣条

第５号）（衆議院送付）

以上５件について茂木外務大臣から趣旨説明

を聴いた。

○令和２年５月12日(火)（第11回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

投資の促進及び保護に関する日本国とアラブ

首長国連邦との間の協定の締結について承認

を求めるの件（閣条第１号）（衆議院送付）



投資の促進及び保護に関する日本国とヨルダ

ン・ハシェミット王国との間の協定の締結に

ついて承認を求めるの件（閣条第２号）（衆

議院送付）

包括的な経済上の連携に関する日本国及び東

南アジア諸国連合構成国の間の協定を改正す

る第一議定書の締結について承認を求めるの

件（閣条第３号）（衆議院送付）

投資の促進及び保護に関する日本国とモロッ

コ王国との間の協定の締結について承認を求

めるの件（閣条第４号）（衆議院送付）

投資の相互促進及び相互保護に関する日本国

政府とコートジボワール共和国政府との間の

協定の締結について承認を求めるの件（閣条

第５号）（衆議院送付）

以上５件について河野防衛大臣、茂木外務大

臣、山本防衛副大臣及び政府参考人に対し質

疑を行い、討論の後、いずれも承認すべきも

のと議決した。

〔質疑者〕

三宅伸吾君（自民）、白眞勲君（※）、秋野

公造君（公明）、鈴木宗男君（維新）、井上

哲士君（共産）、伊波洋一君（沖縄）

（閣条第１号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第２号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第３号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第４号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第５号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

○令和２年５月21日(木)（第12回）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とアルゼンチン共和国との間の条約の締結に

ついて承認を求めるの件（閣条第６号）（衆

議院送付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とウルグアイ東方共和国との間の条約の締結

について承認を求めるの件（閣条第７号）（衆

議院送付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とペルー共和国との間の条約の締結について

承認を求めるの件（閣条第８号）（衆議院送

付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とジャマイカとの間の条約の締結について承

認を求めるの件（閣条第９号）（衆議院送付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とウズベキスタン共和国との間の条約の締結

について承認を求めるの件（閣条第10号）（衆

議院送付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とモロッコ王国との間の条約の締結について

承認を求めるの件（閣条第11号）（衆議院送

付）

以上６件について茂木外務大臣から趣旨説明

を聴いた。

○令和２年５月26日(火)（第13回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とアルゼンチン共和国との間の条約の締結に

ついて承認を求めるの件（閣条第６号）（衆

議院送付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とウルグアイ東方共和国との間の条約の締結

について承認を求めるの件（閣条第７号）（衆

議院送付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国



とペルー共和国との間の条約の締結について

承認を求めるの件（閣条第８号）（衆議院送

付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とジャマイカとの間の条約の締結について承

認を求めるの件（閣条第９号）（衆議院送付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とウズベキスタン共和国との間の条約の締結

について承認を求めるの件（閣条第10号）（衆

議院送付）

所得に対する租税に関する二重課税の除去並

びに脱税及び租税回避の防止のための日本国

とモロッコ王国との間の条約の締結について

承認を求めるの件（閣条第11号）（衆議院送

付）

以上６件について茂木外務大臣、河野防衛大

臣、岡田内閣官房副長官、義家法務副大臣、

稲津厚生労働副大臣及び政府参考人に対し質

疑を行い、討論の後、いずれも承認すべきも

のと議決した。

〔質疑者〕

猪口邦子君（自民）、小西洋之君（※）、秋

野公造君（公明）、浅田均君（維新）、井上

哲士君（共産）、伊波洋一君（沖縄）

（閣条第６号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第７号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第８号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第９号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第10号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

（閣条第11号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、沖縄

反対会派 共産

○令和２年５月28日(木)（第14回）

社会保障に関する日本国とスウェーデン王国

との間の協定の締結について承認を求めるの

件（閣条第12号）（衆議院送付）

社会保障に関する日本国とフィンランド共和

国との間の協定の締結について承認を求める

の件（閣条第13号）（衆議院送付）

以上両件について茂木外務大臣から趣旨説明

を聴いた。

○令和２年６月２日(火)（第15回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

社会保障に関する日本国とスウェーデン王国

との間の協定の締結について承認を求めるの

件（閣条第12号）（衆議院送付）

社会保障に関する日本国とフィンランド共和

国との間の協定の締結について承認を求める

の件（閣条第13号）（衆議院送付）

以上両件について茂木外務大臣、河野防衛大

臣及び政府参考人に対し質疑を行った後、い

ずれも承認すべきものと議決した。

〔質疑者〕

松川るい君（自民）、榛葉賀津也君（※）、

秋野公造君（公明）、鈴木宗男君（維新）、

井上哲士君（共産）、伊波洋一君（沖縄）

（閣条第12号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、共産、

沖縄

反対会派 なし

（閣条第13号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、共産、

沖縄

反対会派 なし

○令和２年６月４日(木)（第16回）

刑を言い渡された者の移送に関する日本国と

ベトナム社会主義共和国との間の条約の締結

について承認を求めるの件（閣条第14号）（衆

議院送付）

専門機関の特権及び免除に関する条約の附属

書ⅩⅤⅢの締結について承認を求めるの件

（閣条第15号）（衆議院送付）



国際獣疫事務局アジア太平洋地域代表事務所

の特権及び免除に関する日本国政府と国際獣

疫事務局との間の協定の締結について承認を

求めるの件（閣条第16号）（衆議院送付）

以上３件について茂木外務大臣から趣旨説明

を聴いた。

○令和２年６月12日(金)（第17回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

刑を言い渡された者の移送に関する日本国と

ベトナム社会主義共和国との間の条約の締結

について承認を求めるの件（閣条第14号）（衆

議院送付）

専門機関の特権及び免除に関する条約の附属

書ⅩⅤⅢの締結について承認を求めるの件

（閣条第15号）（衆議院送付）

国際獣疫事務局アジア太平洋地域代表事務所

の特権及び免除に関する日本国政府と国際獣

疫事務局との間の協定の締結について承認を

求めるの件（閣条第16号）（衆議院送付）

以上３件について茂木外務大臣、義家法務副

大臣、河野農林水産大臣政務官及び政府参考

人に対し質疑を行った後、いずれも承認すべ

きものと議決した。

〔質疑者〕

山田宏君（自民）、白眞勲君（※）、秋野公

造君（公明）、浅田均君（維新）、井上哲士

君（共産）、伊波洋一君（沖縄）

（閣条第14号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、共産、

沖縄

反対会派 なし

（閣条第15号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、共産、

沖縄

反対会派 なし

（閣条第16号）

賛成会派 自民、※、公明、維新、共産、

沖縄

反対会派 なし

○令和２年６月17日(水)（第18回）

請願第76号外137件を審査した。

外交、防衛等に関する調査の継続調査要求書

を提出することを決定した。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。

委員派遣

○令和２年２月20日(木)、21日(金)

我が国の外交、防衛等に関する実情調査

〔派遣地〕

兵庫県、山口県、広島県

〔派遣委員〕

北村経夫君（自民）、宇都隆史君（自民）、

中西哲君（自民）、秋野公造君（公明）、井

上哲士君（共産）、榛葉賀津也君（※）、浅

田均君（維新）、伊波洋一君（沖縄）


